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中
国
は
ど
こ
へ
向
か
う
か
③ 
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（こ
れ
は
、
２
０
０
９
年
１１
月
１５
日
の
日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部
の 

「第
一
回
中
国
問
題
文
化
講
座
」で
の
講
演
「中
国
は
ど
こ
へ向
か
う
か
」 

の
原
稿
を
修
正
し
た
も
の
で
す
、
数
回
に
分
け
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。
） 

 

胡
錦
涛
あ
い
さ
つ
と
中
国
の
経
済
発
展 

 

話
し
は
戻
り
ま
す
が
、
建
国
６０
周

年
の
天
安
門
前
の
祝
賀
会
で
、
中
国

の
国
家
主
席
・
胡
錦
涛
さ
ん
が
次
の

よ
う
な
あ
い
さ
つ
を
し
た
と
各
新
聞

で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。 

 

各
国
人
民
に
感
謝
の
意
を
表
明
し

た
あ
と
「
中
国
の
こ
の
６０
年
の
歴
史

を
ふ
り
か
え
る
と
、
社
会
主
義
だ
け

が
中
国
を
救
い
、
改
革
・
開
放
こ
そ

が
中
国
を
発
展
さ
せ
た
」。 

 

「こ
れ
か
ら
も
、
中
国
の
特
色
を
持

っ
た
社
会
主
義
の
道
を
、
ゆ
る
ぎ
な

く
進
む
。
そ
し
て
、
独
立
・自
主
の
平

和
外
交
を
推
進
し
、
世
界
各
国
人

民
と
と
も
に
「
和
諧
世
界
」
を
き
ず

い
て
い
く
」。 

 

以
上
の
二
点
が
ど
の
新
聞
で
も
強

調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

６０
年
前
に
、
中
国
革
命
を
成
功

さ
せ
、
社
会
主
義
の
道
を
歩
ん
だ
か

ら
こ
そ
、
半
植
民
地
状
態
で
あ
っ
た

中
国
を
救
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し

て
３０
年
前
に
改
革
・
開
放
政
策
を

と
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
今
日
の
発
展

を
築
く
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
意

味
で
す
。 

「
和
諧
世
界
」
と
い
う
の
は
、
胡
錦

涛
さ
ん
の
時
代
に
な
っ
て
強
調
さ
れ

て
い
る
言
葉
で
、
深
い
意
味
が
あ
る

よ
う
で
す
が
、
ひ
と
こ
と
で
言
え

ば
、
「
調
和
の
取
れ
た
世
界
、
平
和

な
世
界
、
環
境
に
や
さ
し
い
世

界
・
・
・
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
だ
と

思
い
ま
す
。 

 

中
国
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
れ
ば
、

清
朝
が
崩
壊
し
て
ま
だ
百
年
に
も

な
り
ま
せ
ん
。
１
９
１
２
年
に
清
朝

が
倒
れ
、
中
華
民
国
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
こ
れ
で
独
立
す
る
か
に
見
え
ま

し
た
が
、
国
内
で
は
軍
閥
が
割
拠

し
、
日
本
の
侵
略
な
ど
も
あ
っ
て
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

日
本
の
侵
略
と
戦
っ
て
、
抗
日
戦

勝
利
を
基
礎
に
し
て
、
人
民
解
放

戦
争
を
へ
て
反
帝
・
反
封
建
の
人
民

民
主
主
義
革
命
を
成
功
さ
せ
、
つ
い

に
６０
年
前
に
新
中
国
を
つ
く
っ
た
の

で
す
。 

 

し
か
し
、
６０
年
前
の
建
国
の
こ
ろ

は
、
「
一
窮
二
白
の
国
」
と
呼
ば
れ
た

よ
う
に
、
一
に
貧
し
く
、
二
に
産
業

は
空
白
と
い
う
貧
し
い
国
で
し
た
。  

そ
れ
か
ら
６０
年
、
困
難
な
国
家

建
設
や
土
地
改
革
を
へ
て
、
前
半
の

３０
年
は
大
躍
進
運
動
の
破
綻
と
か

文
化
大
革
命
の
大
混
乱
な
ど
の
辛

酸
を
な
め
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
あ
や
ま
り
を
精
算
し

て
、
１
９
７
８
年
に
い
わ
ゆ
る
改
革
・

開
放
政
策
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

改
革
・
開
放
政
策
と
い
う
の
は
、
社

会
主
義
の
も
と
で
市
場
経
済
を
導

入
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

つ
づ
く 

１月２３日（土）国民救援会・岡山県本部の旗びらきが行われました。 

講演会では県本部の竹内和夫会長（岡山大学名誉教授）が「わたしの

歩んだ道」と題して講演されました。 

竹内会長は１９２７年１月５日生まれで８３才。 東京の「貧しい（会長

談）」質屋の息子として生まれ、東京外大（当時は専門学校）でモンゴ

ル語を学びながらＣＣＤ（Civil Censorship Detachment＝ＧＨＱ（連合国

軍最高司令官総司令部）の民間検閲局で仕事、のちに東京大学に進

学されました。この間、ハングル、支那語、トルコ語などアジアの言語を

研究し、アジアに多くの友人をつくられたことが紹介されました。 

 アジアの文化と教育の研究を通じて、「天皇教」（会長談）から脱出。

教育の国家統制、労働組合つぶしを「戦前の復活」と警鐘を鳴らされま

した。 

 また、憲法２５条について「健康で文化的な最低限度の生活」というの

は明らかな誤訳。原文は ”the minimum standards of wholesome and 

cultured living" 。"cultured" というのは「教養のある」「教養を有する」

「自分の力で教養を身につけた」という意味。「文化的」は cultural 。

"minimum standards" も「最低限度」＝「ぎりぎり」などという意味ではな

いと指摘。「人間としての尊厳が守られ、健康が保障され、教養を保障

される生活」と解されるべきなのでしょう。 

 東京の中学校で長年教鞭を執られ、岡山大学に言語学の講座が開

設されるにともない、縁あって岡山に来られたとのこと。現在、国民救援

会県本部の会長や日中友好協会岡山支部の理事長もつとめられてい

ます。ますますお元気で活躍されることを期待したいと思います。 

 旗びらきでは、参加者から活動の近況を報告してもらいながら懇談し

ました。 

森脇ひさき （森脇ひさき氏のブログより） 

日本国民救援会 
岡山県本部新年旗びらき 

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
倉
敷
支
部
か

ら
は
、
大
森
、
宮
地
、
山
県
の
３
理

事
を
準
備
委
員
と
し
て
選
出
し
ま

し
た
。  
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建国６０周年を祝い乾杯する胡錦濤・中国国家主席（右か
ら２番目）と江沢民・前主席（左）ら中国の最高指導部 

中国建国６０年を翌日に控え、掲げられた祝賀の横
断幕 

岡
山
県
西
部
へ
の
支
部
設
立
に
全
力
を 

倉
敷
支
部
理
事
会
で
確
認 

 

二
つ
目
の
議
題
は
、
第
１
回
の
中

国
問
題
の
文
化
講
座
に
引
き
つ
づ

き
、
第
２
回
中
国
問
題
文
化
講
座

を
３
月
末
に
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
講
師
は
大
森
支
部
長
が
担

当
し
、
次
回
の
理
事
会
で
具
体
化

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

三
つ
目
は
、
日
中
友
好
協
会
設
立

６０
周
年
を
記
念
し
て
岡
山
で
も
岡

山
支
部
、
倉
敷
両
支
部
が
協
力
し

て
記
念
大
会
を
開
く
こ
と
に
な
り

 

日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部
の
新

年
は
じ
め
て
の
理
事
会
が
１
月
１２

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
理
事
会
で
は
、
会
員
拡
大
と

も
関
係
し
て
岡
山
県
西
部
（
井
原
、

笠
岡
な
ど
）
へ
の
支
部
設
立
が
議
題

と
な
り
、
岡
山
支
部
と
協
力
し
て

井
原
と
笠
岡
の
知
人
に
働
き
か
け
、

ま
ず
支
部
の
準
備
会
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
に
理
事
会
あ
げ
て
と
り
組

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

中国映画“菊豆”を観る会 

張芸謀 監督の名作 

日時： 

２月１３日（土） 午後２時～ 

場所： 

倉敷市福田町倉敷ライフパーク 

入場無料 

主催：日中友好協会倉敷支部 



 

 

中
国
「
残
留
孤
児
」
国
家
賠
償

訴
訟
弁
護
団
全
国
連
絡
会
が
、
２

０
０
９
年

11
月
に
発
行
し
た
「
政

策
形
成
訴
訟
」
―
中
国
「
残
留
孤

児
」
の
尊
厳
を
求
め
た
裁
判
と
新

支
援
策
実
現
の
軌
跡
―
を
読
み

ま
し
た
。 

 

こ
の
本
は
、
編
集
委
員
の
一
人
で

あ
る
岡
山
弁
護
団
の
則
武
事
務

局
長
よ
り
、
「
孤
児
」
訴
訟
を
支
援

す
る
会
の
元
役
員
に
十
冊
贈
呈
し

た
い
と
連
絡
が
あ
り
、
手
に
入
れ

ま
し
た
。 

て
い
る
モ
ン
ゴ
ル
人
力
士
は
多
い
で

す
が
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
存
在
を
日
本

の
皆
さ
ん
に
是
非
知
っ
て
ほ
し
い
。

日
中
友
好
で
自
分
が
お
役
に
立
つ

な
ら
、
な
ん
で
も
し
ま
す
。
」
と
語
っ

て
い
る
。 

 

今
場
所
は
、
西
十
両
十
三
枚
目

で
九
勝
六
敗
と
勝
ち
越
し
、
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。
日
中
不

再
戦
（
日
中
友
好
）
を
掲
げ
る
私

達
も
応
援
し
て
い
き
た
い
。 

小
林 

「
お
ひ
と
り
さ
ま
の
老
後
」
を
読
ん
で 

 

“
老
後
の
社
会
保
障
を
考
え
る
”
学
習
会
パ
ー
ト
２ 

報
告
記
（
１
） 

果
」
の
項
で
「
人
間
に
対
す
る
信

頼

、
人

間
の
す
ば
ら
し
さ
」
を

「
絆
」
と
い
う
言
葉
で
表
し
て
い
る

こ
と
。 

 

第
五
は
「
第
２
章
の
４
の
〔
６
〕
原

告
・
支
持
者
・
弁
護
士
、
三
者
の
団

結
を
貫
い
た
岡
山
の
闘
い
」
で
、
私

の
名
前
が
二
度
も
出
て
い
る
こ
と
。 

 

私
は
、
２
０
０
３
年
の
３
月
に
退

職
し
、
今
日
ま
で
の
七
年
間
、
中

国
「
残
留
孤
児
」
の
支
援
活
動
に

没
頭
し
た
者
と
し
て
大
変
光
栄
な

こ
と
で
す
。 

 

今
後
は
、
こ
の
本
を
手
元
に
置
い

て
、
必
要
な
時
に
読
み
返
し
、
中

国
帰
国
者
の
支
援
活
動
（
日
本
語

教
室
な
ど
）
な
ど
日
中
友
好
運
動

に
役
た
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

動
、
と
り
わ
け
法
廷
で
の
原
告
本

人
尋
問
（
孤
児
の
生
の
声
）
、
原
告

側
証
人
の
発
言
、
弁
護
団
の
意
見

陳
述
な
ど
は
、
涙
な
く
し
て
は
、
読

め
な
か
っ
た
こ
と
。 

 

第
三
は
「
第
５
章
・
６
章
」
で
の
弁

護
団
・
原
告
団
と
与
党
Ｐ
Ｔ
・
厚
労

省
と
の
協
議
経
過
は
、
読
む
者
を

グ
イ
グ
イ
と
引
き
付
け
、
臨
場
感

に
あ
ふ
れ
て
い
た
こ
と
。 

私
も
、
第
５
章
の
４
「
東
京
地
裁

判
決
と
総
理
指
示
」
の
項
で
は
、

三
日
間
東
京
で
行
動
に
参
加
し
て

い
た
の
で
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
を

昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
し

ま
す
。 

 

第
四
は
「
第
８
章
の
お
わ
り
に
」
の

２
「
こ
の
裁
判
闘
争
が
新
た
に
創
り

出
し
た
国
の
政
策
以
外
の
諸
成

 

本
を
読
ん
で
感
じ
た
こ
と
を
、
列

挙
し
て
み
ま
す
。 

 

第
一
は
、
最
初
の
「
本
書
を
理
解

す
る
た
め
の
い
く
つ
か
の
キ
ー
ワ
ー

ド
」
と
「
第
一
章 

は
じ
め
に
・
・
・
・

中
国
残
留
孤
児
は
な
ぜ
国
を
訴

え
た
か
」
及
び
最
後
の
「
注
・
解

説
、
年
表
、
巻
末
資
料
」
な
ど
が
、

中
国
「
残
留
孤
児
」
問
題
を
理
解

す
る
上
で
の
第
一
級
の
辞
典
（
資

料
）
で
あ
る
こ
と
。 

 

第
二
は
「
第
２
章
、
第
３
章
」
で

書
か
れ
て
い
る
各
地
の
訴
訟
活

中
国
残
留
孤
児
は
、
な
ぜ
国
を
訴
え
た
か 

政
策
形
成
訴
訟
を
読
ん
で 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部 

事
務
局
長 

小
林
軍
治 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

２
月
１２
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

稲葉 

貝吹 

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

三垣 

大
相
撲
初
場
所
観
戦 

中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
出
身
初
の
十
両
「
蒼
国
来
」
を
応
援
し
て 

 

 

一
月
十
七
日
（
月
）
、
東
京
・
両

国
国
技
館
で
、
大
相
撲
初
場
所
を

観
戦
し
た
。
き
っ
掛
け
は
、
日
中
友

好
新
聞
新
年
号
の
新
春
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
記
事
「
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
出
身

初
の
十
両
が
誕
生
」
「
蒼
国
来
さ
ん 

初
場
所
の
土
俵 

夢
を
の
せ
て
」
を

見
た
か
ら
で
す
。 

 

二
時
頃
国
技
館
に
入
り
、
幕
下

力
士
の
真
剣
な
取
組
を
何
番
か
観

た
。
二
時
三
十
分
か
ら
十
両
の
土

俵
入
が
あ
り
、
蒼
国
来
を
カ
メ
ラ

に
収
め
た
。
目
が
き
れ
い
で
ま
じ
め

な
好
青
年
と
い
っ
た
感
じ
を
受
け

た
。
春
日
錦
と
対
戦
し
、
「
う
わ
て

だ
し
な
げ
」
で
勝
ち
、
拍
手
を
送
っ

た
。 

 
三
時
五
十
分
か
ら
幕
内
土
俵
入

り
が
あ
り
、
中
入
後
の
取
組
が
始

ま
っ
た
。
東
京
の
弟
が
、
土
俵
か
ら

三
列
目
の
席
を
確
保
し
て
く
れ

た
。
お
か
げ
で
、
豊
真
将─

北
太

樹
戦
の
立
合
、
頭
と
頭
が
ぶ
つ
か

り
「
ゴ
ツ
ン
」
と
大
き
な
音
が
し
、
他

の
取
組
も
、
力
士
の
息
遣
い
が
聞

こ
え
、
テ
レ
ビ
で
観
る
の
と
違
い
、

圧
倒
的
な
迫
力
を
感
じ
た
。 

 

琴
欧
州
と
把
瑠
都
の
両
巨
漢
の

対
戦
は
、
土
俵
が
狭
く
見
え
た
。

テ
レ
ビ
で
観
て
い
た
時
は
、
立
合
い

ま
で
の
時
間
を
長
く
感
じ
て
い
た

け
れ
ど
、
土
俵
下
か
ら
見
て
い
る

と
力
士
の
表
情
な
ど
が
よ
く
わ
か

り
、
長
く
感
じ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。 

 

さ
て
、
日
中
新
聞
に
よ
る
と
「
蒼

国
来
」
（
そ
う
こ
く
ら
い
）
さ
ん
の
本

名
は
「
恩
和
图
布
新
（
エ
ン
ク
・
ト
プ

シ
ン
）
」
で
「
一
生
平
和
で
い
て
ほ
し

い
」
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
彼
は
「
角
界
で
活
躍
し

イ
ス
ラ
ー
ム
の
こ
と 

竹
内
和
夫 

も
う
十
数
年
前
、
私
の
ゼ
ミ
か

ら
イ
ス
ラ
ム
圏
で
あ
る
ト
ル
コ
に
留

学
し
た
女
子
学
生
が
い
ま
し
た
。

行
く
前
に
「
困
っ
た
時
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
」
と
聞
か
れ
て
「
と
に
か
く

泣
け
」
と
言
っ
た
ん
で
す
。 

イ
ス
ラ
ム
社
会
で
は
、
女
の
子
が
泣

く
と
、
周
り
の
人
は
そ
れ
以
上
何

も
で
き
な
い
。 

 

そ
の
学
生
が
ト
ル
コ
で
、
警
察
に

行
っ
て
外
国
人
の
住
民
登
録
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
を
一
日
か

二
日
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
風
邪
で

寝
込
ん
で
い
た
ん
で
す
ね
。 

治
っ
て
か
ら
警
察
に
行
っ
た
ら
、
窓

口
の
警
官
が
「
お
前
、
期
日
、
過
ぎ

て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
。
一
日
当
た
り

百
ド
ル
、
罰
金
は
ら
う
か
、
四
十

八
時
間
以
内
に
国
外
退
去
だ
」
と

言
っ
た
わ
け
で
す
。 

彼
女
、
や
り
ま
し
た
ね
。
こ
こ
で
泣

い
た
ん
で
す
。
シ
ク
シ
ク
。 

そ
し
た
ら
お
じ
さ
ん
た
ち
が
彼
女

の
周
り
に
集
ま
っ
て
き
た
。 

「
何
だ
？ 

何
だ
？ 

な
ん
で
、
お

ま
え
、
日
本
人
の
女
の
子
を
泣
か

し
て
る
ん
だ
」
と
。
学
生
は
わ
け
を

説
明
し
ま
し
た
。
す
る
と
お
じ
さ

ん
た
ち
は
窓
口
の
警
官
に
詰
め
寄

り
ま
す
。
「
日
本
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ

留
学
に
来
て
、
お
ま
け
に
病
気
で

寝
て
た
っ
て
言
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
か
。

お
ま
え
、
な
ん
て
ひ
ど
い
こ
と
す
る

ん
だ
」
と
。 

 
 
─
─
─

 

・
・
・
・ ─

─
─

 

 

右
の
引
用
は
内
藤
正
典
『
イ
ス
ラ

ム
の
真
実
と
世
界
平
和
』
（
マ
ガ
ジ

ン
ハ
ウ
ス
￥
８
０
０
＋
税
）
と
い
う
小

さ
い
本
の
書
き
出
し
の
部
分
で

す
。
内
藤
教
授
に
は
『
イ
ス
ラ
ム
の

怒
り
』
集
英
社
新
書
￥
７
０
０
＋

税
）
な
ど
も
あ
り
ま
す
。 

 

１
月

２３
日
（
土
）
に
、
岡
西
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
参

加
者
は
６
人
で
し
た
。 

 

１
回
目
の
学
習
会
で
は
老
後
の
社

会
保
障
の
現
実
と
、
生
活
格
差
と

貧
困
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

今
回
は
、
医
療
制
度
に
つ
い
て
で

す
。
１
回
目
に
続
い
て
、
講
師
は
米

田
信
敏
さ
ん
で
す
。 

 

現
在
の
病
院
は
、
急
性
期
の
病
気

を
治
療
す
る
一
般
病
院
と
、
慢
性

的
な
病
気
を
治
療
す
る
療
養
型
病

院
と
、
が
ん
治
療
な
ど
を
す
る
緩

和
ケ
ア
病
院
と
に
大
き
く
分
け
ら

れ
る
そ
う
で
す
。
そ
う
い
う
住
み
分

け
は
、
厚
生
労
働
省
の
方
針
で
進

め
ら
れ
て
き
た
も
の
だ
そ
う
で
、
診

療
報
酬
や
看
護
士
の
人
数
な
ど

で
、
し
ば
り
が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ

の
結
果
、
一
般
病
院
で
の
平
均
入

院
日
数
は
１０
日
間
、
療
養
型
病

院
で
の
平
均
入
院
日
数
は
長
く
て

も
半
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
そ
う

で
す
。 

 

で
す
か
ら
、
た
い
て
い
の
病
院
が

関
連
病
院
と
の
提
携
関
係
を
持

ち
、
急
性
期
の
時
期
を
過
ぎ
れ

ば
、
回
復
期
を
担
当
す
る
リ
ハ
ビ
リ

専
門
病
院
へ
と
受
け
渡
さ
れ
る
そ

う
で
、
そ
の
橋
渡
し
役
を
す
る
仕

事
が
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

い
う
こ
と
に
な
る
そ
う
で
す
。
ち
な

み
に
米
田
さ
ん
は
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
で
す
。 

 

日
中
岡
山
「
９
条
の
会
」 

真
田 

 


